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長㔝県環境影響評価技術指針 

ᖹ成 10ᖺ㸷᭶ 「8日 

告示第 476号 

ࠝ沿革ࠞᖹ成11ᖺ㸴᭶ 10日長㔝県告示第」7重号 

    ᖹ成 1」ᖺ㸴᭶ 「5日長㔝県告示第「重」号 

    ᖹ成 1重ᖺ㸶᭶ 」0日長㔝県告示第4「重号 

    ᖹ成 「8ᖺ㸯᭶ 1「日長㔝県告示第18号 

 

第㸯 趣旨 

㸯 ࡢࡇ長㔝県環境影響評価技術指針㸦௨ୗࠕ技術指針ࠖいうࠋ㸧ࠊࡣ長㔝県環境

影響評価条例㸦ᖹ成 10 ᖺ長㔝県条例第 1「 号㸧第㸲条第㸯㡯ࡢ規定ࠊࡾࡼ既得

ࡓࡿࢀ行わ適ษࡀ環境影響評価ࡿ係対象事業ࠊࡁ基࡙科学的知見ࡿい࡚ࢀࡽ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵ事㡯を定࡞技術的࡞必要ࡵ

㸰 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ対象事業共通࡚ࡋࡢࡶࡿࡍ定࡛ࡢࡶࡿࡵあࡢࡇࠊࡾ技術指

針定ࡾࡼࢁࡇࡿࡵ環境影響評価ࡢࡑ他ࡢ手続㸦௨ୗࠕ環境影響評価等ࠖい

う｡㸧を行う当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ計⏬段階配慮事業㸦計⏬段階配慮事業者ࡀ実施ࡿࡍ第

㸯種事業等をいうࠋ௨ୗྠࠋࡌ㸧及び対象事業ࡢ内容㸦௨ୗࠕ事業特性ࠖいう｡㸧

並び事業実施想定区域及び対象事業実施区域並びࡢࡑ周ᅖࡢ自然的社会的状況

㸦過去ࡢ状況ࡢ推移及び将来ࡢ状況を含ࠋࡴ௨ୗࠕ地域特性ࠖいうࠋ㸧を຺案ࡋ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ考慮ࡶい࡚ࡘい事㡯࡞ࡢ記載技術指針ࡢࡇ࡚ࡌ応必要ࠊ࡚

㸱 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ今ᚋࡢ事例ࡢ積㔜ࡡ又ࡣ科学的知見ࡢ進展等応ࠊ࡚ࡌ必要࡞

改訂を行うࠋࡿࡍࡢࡶ 

 

第㸰 環境影響評価等実施ࡢ基本方針 

㸯 計⏬段階配慮事業及び対象事業ࡢ計⏬㸦௨ୗࠕ事業計⏬ࠖいうࠋ㸧ࡢ策定当

長㔝県環境基本条例㸦ᖹ成㸶ᖺ長㔝県条例第ࠊࡣ࡚ࡗࡓ 1」 号㸧及び長㔝県環境基

本計⏬十ศ配慮ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

㸰 環境影響評価等を行う当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ各段階࠾い࡚ࠊ対象事業ࡢ実施ࡿࡼ環

境ࡢ㈇荷を࡛ࡿࡁ限ࡾ回避ࠊࡋ又ࡣప減ࡢࡑࡇࡿࡍ他ࡢ環境ࡢ保全ࡘい࡚ࡢ

配慮を適ษ行いࡢࡑࠊ結果を事業計⏬映ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡏࡉ 

 

第㸱 環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ環境要素 

 環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ環境要素ูࠊࡣ表第㸯掲ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡿࡆ 

ࡍ削除ࡣ環境要素を追加又࡚ࡌ応必要ࠊ࡚ࡋ事業特性及び地域特性を຺案ࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿ

 

第㸲 環境影響評価等ࡢ実施手㡰 

 環境影響評価等ࠊࡣ原則࡚ࡋ次ࡢ手㡰ࡾࡼ実施ࠋࡿࡍ 

㸯 配慮書ࡢ作成ࡘい࡚ 

。1) 事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定 

第㸰ࡢ環境影響評価等実施ࡢ基本方針沿࡚ࡗ事業計⏬ࡢ概要を策定ࠋࡿࡍ 

 。「) 置等関ࡿࡍ複数案ࡢ設定 

   計⏬段階配慮事業係ࡿ置࣭規模又ࡣ工作物ࡢ構造࣭配置関ࡿࡍ適ษ࡞複

数案㸦௨ୗࠕ置等関ࡿࡍ複数案ࠖいうࠋ㸧を設定ࡇࡿࡍを基本ࠊࡋ



「 

置等関ࡿࡍ複数案を設定࡞ࡋい場合ࡢࡑࠊࡣ理由を明ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍࡽ 

。」) 予備調査 

計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法を選定ࡇࡿࡍを目的ࡋ

 ࠋ予備調査を行うࠊࡵࡓࡿࡍ地域特性を把握ࠊ࡚

予備調査ูࠊࡣ表第㸰掲ࡿࡆ㡯目ࡘい࡚ࠊ入手可能࡞最新ࡢ文献ࡢࡑ他ࡢ

資料㸦௨ୗࠕ既存文献等ࠖいうࠋ㸧ࡾࡼ把握ࠊࡋ又ࡣ必要応࡚ࡌ国ࠊ地方

公共団体ⱝࡋくࡣ専門家ࡢࡑ他ࡢ当ヱ㡯目関ࡿࡍ知見を᭷ࡿࡍ者ࡽ聴ྲྀ㸦௨

ୗࠕ聞ࠖࡾྲྀࡁいうࠋ㸧ࠊࡋⱝࡋくࡣ現地ࡢ状況を確認ࡾࡼࡇࡿࡍ把握ࡍ

 ࠋࡿ

 。4) 影響要因及び環境要素ࡢ抽出 

事業計⏬ࡢ概要及び予備調査ࡢ結果基࡙ࠊࡁ環境影響を及ぼࡢࢀࡑ࠾ࡍあ

ࡍ関置等ࡓࢀࡉ設定ࠊ㸧及び環境要素をࠋいう影響要因ࠖࠕ要因㸦௨ୗࡿ

 ࠋࡿࡍ抽出ࡈ複数案ࡿ

。5) 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

抽出ࡢ結果基࡙ࠊࡁ事業ࡿࡼ環境影響ࡢ㔜大性着目࡚ࡋ計⏬段階配慮事

㡯ࡢ選定を行いࠊ選定ࡓࡋ当ヱ事㡯㸦௨ୗࠕ選定事㡯ࠖいうࠋ㸧ࡈ調査ࠊ

予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定を行うࠋ 

。6) 計⏬段階配慮事㡯係ࡿ調査ࠊ予測及び評価 

ア 調査 

選定事㡯ࡘい࡚適ษ予測及び評価を行うࡵࡓ必要࡞程度࠾い࡚ࠊ選

定事㡯係ࡿ環境関ࡿࡍ情報及び地域特性関ࡿࡍ情報を既存文献等ࡾࡼ

集ࡢࡑࠊࡋ結果を整理ࠊࡋ並び解析ࡾࡼࡇࡿࡍ行うࡢࡇࠋࡿࡍࡢࡶ

場合࠾い࡚ࠊࡣ㔜大࡞環境影響を把握࡛ୖࡿࡍ必要認ࠊࡣࡁࡿࢀࡽࡵ聞

ࡢ他ࡢࡑ踏査ࠊ現地調査ࠊࡣࡁい࡞ࢀࡽ得ࡀ情報࡞必要࠾࡞ࠊを行いࡾྲྀࡁ

方法ࡾࡼ情報を集ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

  イ 予測 

計⏬段階配慮事業ࡢ実施ࡾࡼ選定事㡯及ぶࡢࢀࡑ࠾あࡿ環境影響ࡢ程度

ࠊࡌ応程度ࡢ充実ࡢ蓄積や既存文献等ࡢ知見ࠊࡾࡼ方法࡞適ษࠊい࡚ࡘ

環境ࡢ状態ࡢ変化又ࡣ環境ࡢ㈇荷ࡢ㔞ࡘい࡚ࠊ可能࡞限ࡾ定㔞的把握ࡍ

ࡾࡼࡇࡿࡍ把握定性的ࡣ場合࡞困㞴ࡀ把握࡞定㔞的ࠊࡋを基本ࡇࡿ

行うࠋࡿࡍࡢࡶまࠊࡓ想定ࡿࢀࡉ予測ࡢ不確実性ࡢ程度等ࡘい࡚整理ࠋࡿࡍ 

  ウ 評価 

調査及び予測ࡢ結果を踏まえࠊ置等関ࡿࡍ複数案ࡀ設定࡚ࢀࡉいࡿ場合

程度を整理ࡢい࡚環境影響ࡘ選定事㡯ࡢࡈ複数案ࡿࡍ関当ヱ置等ࠊࡣ

 ࠋࡿࡍを基本ࡇࡿࡍを比較ࡽࢀࡇࠊࡋ

置等関ࡿࡍ複数案ࡀ設定࡚ࢀࡉい࡞い場合ࠊࡣ選定事㡯ࡘい࡚ࡢ環境

影響ࠊࡀ事業者ࡾࡼ実行可能࡞範ᅖ内࡛回避ࠊࢀࡉ又ࡣప減࡚ࢀࡉいࡢࡶࡿ

࡛あࡿ否ࡘい࡚評価を行うࠋࡿࡍࡢࡶ 

環境ࡿࡍ関環境要素ࠊ࡚ࡗࡼᕷ⏫村ࡣ県又ࠊ国ࠊい࡚࠾場合ࡢࡽࢀࡇ

ࡀ整合性ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ目標ࡣ基準又ࡢࡽ観点ࡢ保全ࡢ

ᅗ࡚ࢀࡽいࡘࡿい࡚ࡶ可能࡞限ࡾ検討ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

。7) 計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討結果ࡢ活用 

方法書௨降ࡢ手続当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討段階࠾い࡚実施ࡋ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ結果を最大限活用ࡢ予測及び評価ࠊ調査ࡓ

㸰 方法書ࡢ作成ࡘい࡚ 



」 

。1) 事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定 

第㸰ࡢ環境影響評価等実施ࡢ基本方針沿࡚ࡗ事業計⏬ࡢ概要を策定ࠋࡿࡍ 

ࡑ経緯及びࡢ検討ࡿ係配慮ࡢ環境保全ࡿࡅ࠾過程ࡢま࡛ࡿ至策定ࠊ࠾࡞

 ࠋࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛ࡽい࡚明ࡘ内容ࡢ

まࠊࡓ計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討を行ࡓࡗ場合ࠊࡣ配慮書ࡢ内容を踏まえࡿ

見地ࡢ保全ࡢ環境ࡿࡍ対配慮書ࠊࡋ意見を຺案ࡢ知事ࡿࡍ対配慮書ࠊࡶ

⏬事業計࡚ࡋ配意㸧ࠋいうఫ民意見ࠖࠕ意見㸦௨ୗࡢ者ࡿࡍ意見を᭷ࡢࡽ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ概要を作成ࡢ

。「) 予備調査 

環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法を選定ࡇࡿࡍを目的

 ࠋ予備調査を行うࡾࡼ例ࡢ㸦」㸧ࡢ㸯ࡢ第㸲ࠊࡵࡓࡿࡍ地域特性を把握ࠊ࡚ࡋ

予備調査ࡢ結果応ࠊ࡚ࡌ環境ࡢ保全ࡢ観点ࡽ事業計⏬ࡢ概要を見直ࠋࡍ 

。」) 影響要因及び環境要素ࡢ抽出 

事業計⏬ࡢ概要及び予備調査ࡢ結果基࡙ࠊࡁ影響要因及び環境要素を抽出ࡍ

 ࠋࡿ

。4) 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ予備選定 

第㸴ࡢ例ࡾࡼ環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定を

行うࠋ 

㸱 準備書ࡢ作成ࡘい࡚ 

。1) 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

方法書対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊࡶࡿࡍ方法書対ࡿࡍఫ民意見配

意࡚ࡋ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定を行いࠊ選定ࡓࡋ当ヱ㡯目㸦௨ୗࠕ選定㡯目ࠖ

 ࠋ選定を行うࡢ手法ࡢ予測及び評価ࠊ調査ࡈ㸧ࠋいう

。「) 調査 

対象事業実施区域及びࡢࡑ周辺区域ࡢ選定㡯目係ࡿ環境を把握ࠊࡋ予測及び

評価必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ調査を行うࠋ 

。」) 予測及び評価ࡢ手法ࡢ再検討 

調査ࡢ結果ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定係ࡿ新࡞ࡓ事情ࡀ明ࡓࡗ࡞ࡽ場

合あࠊࡣ࡚ࡗ必要応ࡢࡑ࡚ࡌ手法ࡢ見直ࡋを行うࠋ  

。4) 予測 

選定㡯目係ࡿ環境影響ࡢ内容及び程度を把握ࠊࡋ環境ࡢ保全ࡢࡵࡓࡢ措置

㸦௨ୗࠕ環境保全措置ࠖいうࠋ㸧ࡢ検討必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ予測を行うࠋ 

。5) 環境保全措置ࡢ検討 

予測ࡢ結果基࡙ࠊࡁ選定㡯目係ࡿ環境保全措置を検討ࠋࡿࡍ 

⏬事業計ࡓࡋ見直並びࡋ見直ࡢ⏬事業計࡚ࡌ応必要ࠊ結果ࡢ検討ࠊ࠾࡞

係ࡿ調査及び予測を行うࠋ 

。6) 評価 

調査ࠊ予測及び環境保全措置ࡢ検討ࡢ結果基࡙ࠊࡁ環境ࡢ保全ࡘい࡚ࡢ配

慮ࡀ適ṇ࡚ࢀࡉ࡞いࡿうを検討ࡾࡼࡇࡿࡍ評価を行うࠋ 

 ࠋࡿࡍ環境保全措置を再検討࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞

。7) 総合評価 

総ࡾࡼࡇࡿࡍ関係を検討ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊい࡚ࡘ選定㡯目ࡢࢀࡒࢀࡑ

合評価を行うࠋ 

࡚ࡌ応必要ࠊࡣ࡚ࡗあ場合ࡿࡎ生ࡀ不整合関係ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊ࠾࡞

環境保全措置を再検討ࠋࡿࡍ 
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。8) 事ᚋ調査計⏬ 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ調査ࠊ予測ࠊ

環境保全措置ࡢ検討及び評価ࡢ結果基࡙ࡢࡽࢀࡑࠊࡁ不確実性ࡢ程度等を検討ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ㸧を策定ࠋいうࠖ⏬事ᚋ調査計ࠕ計⏬㸦௨ୗࡢ事ᚋ調査ࠊࡾࡼࡇ

時期又ࠊ地点及び期間ࠊ地域ࠊ手法ࠊ㡯目ࡢ事ᚋ調査ࠊࡣ⏬事ᚋ調査計ࠊ࠾࡞

作ࡢ事ᚋ調査報告書ࠊࡶࡿࡍ㸧を選定ࠋいう期間等ࠖࠕ時間帯㸦௨ୗࡣ

成ࡢ時期ࡘい࡚ࡶ定ࠋࡿࡵ 

㸲 評価書ࡢ作成ࡘい࡚ 

準備書対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊࡶࡿࡍ準備書対ࡿࡍఫ民意見配意

 ࠋࡿࡍ事業計⏬を確定ࠊࡋい࡚再検討ࡘ事㡯ࡿࡆ掲次ࡓࢀࡉ記載準備書࡚ࡋ

。1) 対象事業実施区域及びࡢࡑ周ᅖࡢ概況 

。「) 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法 

。」) 調査ࡢ結果ࡢ概要並び予測及び評価ࡢ結果 

。4) 環境保全措置 

。5) 総合評価ࡢ結果 

。6) 事ᚋ調査計⏬ 

㸳 事ᚋ調査計⏬書ࡢ作成ࡘい࡚ 

事業計⏬ࡢ変更及び周ᅖࡢ環境ࡢ変化を踏まえ､評価書ࡿࡅ࠾事ᚋ調査計⏬を

見直ࠊࡋ次掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査計⏬書を作成ࠋࡿࡍ 

。1) 事業者又ࡣ環境影響評価法㸦ᖹ成㸷ᖺ法ᚊ第 81 号ࠋ௨ୗࠕ法ࠖいうࠋ㸧第

㸰条第㸳㡯規定ࡿࡍ事業者ࡢ氏ྡ及びఫ所㸦法人あྡࡢࡑࠊࡣ࡚ࡗ称ࠊ௦表

者ࡢ氏ྡ及び主ࡿࡓ事ົ所ࡢ所在地㸧 

。「) 対象事業又ࡣ法第㸰条第㸲㡯規定ࡿࡍ対象事業ࡢ内容 

。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 

。4) 事ᚋ調査報告書ࡢ作成時期 

㸴 事ᚋ調査報告書ࡢ作成ࡘい࡚ 

。1) 事ᚋ調査結果ࡢ検討 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ事ᚋ調査計

⏬書対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡛ୖࡓࡋ事ᚋ調査計⏬を再検討ࠊࡋ当ヱ計⏬㸦事ᚋ

調査計⏬書を作成࡚ࡋい࡞い場合ࠊࡣ評価書記載ࡓࢀࡉ事ᚋ調査計⏬㸧基࡙ࡁ事

ᚋ調査を行いࡢࡑࠊ結果を検討ࠋࡿࡍ 

事ᚋ調査結果環境影響評価ࡢ結果不整合ࡀ生ࡿࡎ場合あࠊࡣ࡚ࡗ必要

応࡚ࡌ環境保全措置を見直ࠋࠋࡍ 

。「) 事ᚋ調査報告書ࡢ記載事㡯 

次掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査報告書を作成ࠋࡿࡍ 

ア 第㸲ࡢ㸳1。ࡢ)及び。「)掲ࡿࡆ事㡯 

イ 事ᚋ調査ࡢ状況 

。㺏) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 

。㺐) 事ᚋ調査ࡢ結果 

。㺑) 。㺐)応࡚ࡌ見直ࡓࡋ環境保全措置ࡢ内容 

ウ 環境保全措置ࡢ状況 

。㺏) 工事ࡢ実施中࠾い࡚ࠊ事ᚋ調査ࡢ状況応࡚ࡌ講ࡿࢀࡽࡌ環境保全措置

 状況ࡢ

。㺐) 供用開始ᚋ࠾い࡚ࠊ実施ࡿࢀࡉ全࡚ࡢ環境保全措置ࡢ状況 

エ 事ᚋ調査計⏬書対ࡿࡍ知事ࡢ意見ࡘい࡚ࡢ事業者見解 
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第㸳 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

㸯 第㸲ࡢ㸯ࡢ(5。ࡢ計⏬段階配慮事㡯ࡢ選定ࠊࡣ事業特性及び地域特性を຺案ࠊୖࡢ

計⏬段階配慮事業ࡢ実施伴う影響要因ࠊࡀ当ヱ影響要因ࡾࡼ㔜大࡞影響をཷࡅ

検討科学的ࡘ客観的ࠊい࡚ࡘ㔜大性ࡢ影響ࡍ及ぼ環境要素ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡿ

い࠾場合ࡢࡇࠋࡿࡵま࡚ࡌ準結果及び理由を様式ࡢࡑࠊ行いࡾࡼࡇࡿࡍ

くࡋ撤去ⱝࡢ工作物ࡿあ事業実施想定区域ࠊ࡚ࡋ一部ࡢ計⏬段階配慮事業ࠊ࡚

工作物ࡿࢀ含ま目的ࡢ当ヱ事業ࠊ実施ᚋࡢ当ヱ事業ࡣ又ࠊ場合ࡿࢀ行わࡀ廃棄ࡣ

ࡋ撤去ⱝࡢࡽࢀࡇࠊࡣ場合ࡿい࡚ࢀࡉ予定ࡀࡇࡿࢀ行わࡀ廃棄ࡣくࡋ撤去ⱝࡢ

くࡣ廃棄係ࡿ影響要因ࡘい࡚ࡶ整理ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

㸰 第㸲ࡢ㸯ࡢ(5。ࡢ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定ࠊࡣ様式準࡚ࡌまࡓࡵ結

果基࡙ࠊࡁ選定事㡯ࡈ選定事㡯ࡢ特性及び計⏬段階配慮事業ࡀ及ぼࢀࡑ࠾ࡍ

科ࡘ客観的ࠊୖࡢい࡚事業特性及び地域特性を຺案ࡘ㔜大性ࡢ環境影響ࡿあࡀ

学的検討ࡾࡼࡇࡿࡍ行うࠋ 

㸱 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 地域特性を຺案ࡿࡍ当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当ヱ地域特性ࡀ時間ࡢ経過伴࡚ࡗ変化ࡍ

 ࠋࡇࡿを踏まえࡇࡿあ࡛ࡢࡶࡿ

。「) 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定を行ࡑࠊࡣࡁࡓࡗ

 ࠋࡇࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛ࡽ理由を明ࡢ

。」) 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ事業

効果ࡿࢀࡉప減ࡣ又ࠊࢀࡉ回避ࡀ程度及び当ヱ環境影響ࡢ環境影響࡞㔜大ࡿࡼ

 ࠋࡇࡿࡍ手法ࡿࡁ把握࡛程度を適ษࡢ

。4) 計⏬段階配慮事㡯並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ予備

調査ࡾࡼ把握ࡓࡋ情報を踏まえࠊ必要応࡚ࡌ専門家ࡢࡑ他ࡢ環境影響関ࡍ

 ࠋࡇ行う࡚ࡅຓ言をཷࡢ㸧ࠋいう専門家等ࠖࠕ者㸦௨ୗࡿࡍ知見を᭷ࡿ

。5) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明ࡽ

ࡼࡿࡍࡽ明ࡶい࡚ࡘ種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ

うດࠋࡇࡿࡵ 

 

第㸴 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

㸯 第㸲ࡢ㸱ࡢ(1。ࡢ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊࡣ事業特性及び地域特性を຺案ࡢ

い࡚客観ࡘ㔜大性ࡢ影響ࡍ及ぼ環境要素ࡀ伴う影響要因実施ࡢ対象事業ࠊୖ

的ࡘ科学的検討ࡾࡼࡇࡿࡍ行いࡢࡑࠊ結果及び理由を様式まࡇࠋࡿࡵ

撤去ⱝࡢ工作物ࡿあ対象事業実施区域ࠊ࡚ࡋ一部ࡢ対象事業ࠊい࡚࠾場合ࡢ

工ࡿࢀ含ま目的ࡢ当ヱ事業ࠊ実施ᚋࡢ当ヱ事業ࡣ又ࠊ場合ࡿࢀ行わࡀ廃棄ࡣくࡋ

作物ࡢ撤去ⱝࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡀࡇࡿࢀ予定࡚ࢀࡉいࡿ場合ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ撤去

ⱝࡋくࡣ廃棄係ࡿ影響要因ࡘい࡚ࡶ整理ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

㸰 環境影響評価㡯目ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境及ぼࡍ影響ࡢ程度応࡚ࡌ次ࡢ

 ࠋࡿࡍศ類ࡾ࠾

。1) 㔜点化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価をヲ細行う㡯目㸧 

。「) 標準㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を標準的行う㡯目㸧 

。」) 簡略化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を簡略化࡚ࡋ行う㡯目㸧 

。4) 非選定㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を行わ࡞い㡯目㸧 

㸱 第㸲ࡢ㸱ࡢ(1。ࡢ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定ࠊࡣ様式まࡓࡵ結果基

環境影響ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡍ及ぼࡀ特性及び対象事業ࡢ選定㡯目ࡈ選定㡯目ࠊࡁ࡙
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ࡿࡍ検討科学的ࡘ客観的ࠊୖࡢい࡚事業特性及び地域特性を຺案ࡘ㔜大性ࡢ

 ࠋ行うࡾࡼࡇ

㸲 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 地域特性を຺案ࡿࡍ当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当ヱ地域特性ࡀ時間ࡢ経過伴࡚ࡗ変化ࡍ

 ࠋࡇࡿを踏まえࡇࡿあ࡛ࡢࡶࡿ

。「) 環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊ選定㡯目ࡢศ類並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法

 ࠋࡇࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛ࡽ理由を明ࡢࡑࠊࡣࡁࡓࡗ選定を行ࡢ

。」) 環境影響評価ࡢ㡯目並び調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ予

備調査ࡾࡼ把握ࡓࡋ情報を踏まえࠊ必要応࡚ࡌ専門家等ࡢຓ言をཷ࡚ࡅ行う

 ࠋࡇ

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明ࡽ

ࡼࡿࡍࡽ明ࡶい࡚ࡘ種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ

うດࠋࡇࡿࡵ 

 

第㸵 調査 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(」。ࡢ調査当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性を຺案

 ࠋ行う࡚ࡋ

㸯 調査ࡢ内容 

 調査ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

㸰 調査ࡢ方法 

調査ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋࡾ࠾ࡢ既存文献等ࡢ入手ࠊ聞ࡾྲྀࡁ又ࡣ現地調

査ࡢࡑ他ࡢ方法ࡾࡼ調査ࡁࡍ情報を集ࡢࡑࠊࡋ結果を整理ࠊࡋ及び解析ࡿࡍ

方法ࠋࡿࡍ 

場合ࡿࢀࡉ必要ࡀ情報࡞ヲ細ࡾࡼࡣ情報又࡞ࡓ新ࠊࡾࡼ解析結果等ࠊ࠾࡞

あࡣ࡚ࡗ補足調査を行うࠋ 

㸱 調査地域 

調査ࡢ対象ࡿࡍ地域㸦௨ୗࠕ調査地域ࠖいうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋࡾ࠾ࡢ

対象事業ࡢ実施ࡾࡼ選定㡯目関ࡿࡍ環境要素係ࡿ環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅ

あࡿ地域又ࡣ土地ࡢ形状ࡀ変更ࡿࢀࡉ区域及びࡢࡑ周辺ࡢ区域ࡢࡑ他ࡢ調査適ษ

 ࠋࡿࡍ地域ࡿࢀࡽࡵ認ࡿ範ᅖ࡛あ࡞

㸲 調査地点 

調査当ࡾࡓ一定ࡢ地点関ࡿࡍ情報を㔜点的集ࡿࡍࡇࡿࡍ場合ࡅ࠾

調査内容及ࠊࡋࡾ࠾ࡢ表第㸱ูࠊࡣ㸧ࠋいう調査地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦௨ୗࡿ

び特環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅあࡿ対象ࡢ状況を踏まえࠊ地域を௦表ࡿࡍ地点ࡑ

 ࠋࡿࡍ地点ࡿࢀࡽࡵ認ࡿ効果的࡛あࡘ適ษ調査ࡢ他ࡢ

㸳 調査期間等 

調査係ࡿ期間等㸦௨ୗࠕ調査期間等ࠖいうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋࡾ࠾ࡢ

調査ࡁࡍ情報ࡢ内容を踏まえࠊ調査適ษࡘ効果的࡛あࡿ認ࡿࢀࡽࡵ期間等

 ࠋࡿࡍ

㸴 調査当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 調査当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ既存文献等ྡࡢ称ࠊ調査ࡢ前提条件並び調査方法ࠊ調査

地域ࠊ調査地点及び調査期間等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋࡽ妥当性ࡀ確認࡛ࡁ

 ࠋࡇࡿࡍ整理うࡼࡿ

まࠊࡓ聞ࡾྲྀࡁを行ࡓࡗ場合あࠊࡣ࡚ࡗ日時及び相手方等ࡢ状況を整理ࡿࡍ

 ࠋࡇ
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必要ࠊࡵࡓࡢ防Ṇࡢ密猟等ࡣ盗掘又ࠊࡣい࡚ࡘ調査情報ࡢ希少生物ࠊ࠾࡞

応࡚ࡌ整理ࡢ方法を配慮ࠋࡇࡿࡍ 

。「) 調査方法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ影響ࡿࡁ࡛ࡀ

限ࡾ少࡞いࡢࡶを選定ࠋࡇࡿࡍ 

。」) 調査地域及び調査地点等ࡢ設定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要応࡚ࡌ現地ࡢ状況ࡢ確認

を行うࠋࡇ 

まࠊࡓ調査期間等ࡢ設定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ季節変動又ࡣ日変化等ࡢ変動を考慮ࡋ

࡚設定ࠋࡇࡿࡍ 

 

第㸶 予測 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(4。ࡢ予測当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性を຺

案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 予測ࡢ内容 

  予測ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

㸰 予測ࡢ方法 

予測ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋࡾ࠾ࡢ環境ࡢ状況ࡢ変化又ࡣ環境ࡢ㈇荷ࡢ㔞

をࠊ理論基࡙く計算ࠊ模型ࡿࡼ実㦂ࠊ事例ࡢ引用又ࡣ解析ࡢࡑ他ࡢ方法ࡾࡼ

定㔞的把握ࡿࡍ方法ࠋࡿࡍ 

選定㡯目ࡾࡼ定㔞的࡞把握ࡀ困㞴࡞場合あࠊࡣ࡚ࡗ類似例又ࡣ経㦂則等を参

考定性的把握ࡿࡍ方法ࡾࡼ行うࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ 

㸱 予測地域 

予測ࡢ対象ࡿࡍ地域㸦௨ୗࠕ予測地域ࠖいうࠋ㸧ࠊࡣ調査地域ࡢうちࡽ適

ษ選定ࡓࢀࡉ地域ࠋࡿࡍ 

㸲 予測地点 

予測当ࡾࡓ一定ࡢ地点関ࡿࡍ環境ࡢ状況ࡢ変化を㔜点的把握ࡍࡇࡿࡍ

ࡌ応特性ࡢ選定㡯目ࠊࡣ㸧ࠋいう予測地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦௨ୗࡿࡅ࠾場合ࡿ

࡚保全ࡁࡍ対象ࡢ状況を踏まえࠊ地域を௦表ࡿࡍ地点ࠊ特環境影響をཷ࠾ࡿࡅ

予ࡢ他ࡢࡑ地点ࡿࡁ把握࡛環境影響を的確ࡢ対象ࡁࡍ保全ࠊ地点ࡿあࡀࢀࡑ

測適ษࡘ効果的࡛あࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地点ࠋࡿࡍ 

㸳 予測対象時期等 

予測ࡢ対象ࡿࡍ時期ࠊ期間又ࡣ時間帯㸦௨ୗࠕ予測対象時期等ࠖいうࠋ㸧ࠊࡣ

工事ࡢ実施ࡿࡼ環境影響ࡀ最大ࡿ࡞時期ࠊ供用開始ᚋࡢ定常状態及び供用ࡼ

時ࡿࢀࡽࡵ認ࡿ効果的࡛あࡘ適ษ予測ࡢ他ࡢࡑ時期ࡿ࡞最大ࡀ環境影響ࡿ

期ࠊ期間又ࡣ時間帯ࠋࡿࡍ 

㸴 予測当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 予測ࠊࡣ原則࡚ࡋ環境影響ࡾࡼࡀ大ࡁい場合を想定࡚ࡋ行うࠊࡋࡇ新規

い࡚ࢀࡉ蓄積十ศࡀ知見ࡿࡍ関予測ࡢ環境影響ࡢ他ࡢࡑ場合ࡿ手法を用いࡢ

程度をࡢ環境影響ࡿ係程度及び不確実性ࡢ不確実性ࡢ予測ࠊい࡚࠾い場合࡞

຺案࡚ࡋ必要ࠊࡣࡁ࡞当ヱ不確実性ࡢ内容を明ࡼࡿࡁ࡛ࡽうࠋࡇࡿࡍ 

。「) 予測当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ予測ࡢ前提条件並び予測方法ࠊ予測地域ࠊ予測地点及び

予測対象時期等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋࡽ妥当性ࡀ確認࡛ࡼࡿࡁう整理ࡍ

 ࠋࡇࡿ

。」) 予測当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ対象事業௨外ࡢ事業活動ࡢࡑ他ࡢ地域ࡢ環境を変化ࡿࡏࡉ

要因ࡿࢀࡉࡽࡓࡶࡾࡼ当ヱ地域ࡢ将来ࡢ環境ࡢ状況㸦将来ࡢ環境ࡢ状況ࡢ推定

ࠊࡣ࡚ࡗあ場合࡞適ษࡾࡼࡀࡇࡿࡍ状況を຺案ࡢ環境ࡢ現在ࡣ場合又࡞困㞴ࡀ
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現在ࡢ環境ࡢ状況㸧を຺案࡚ࡋ予測ࡀ行わࡼࡿࢀうࠋࡇࡿࡍ 

 

第㸷 環境保全措置ࡢ検討 

 第㸲ࡢ㸱ࡢ(5。ࡢ環境保全措置ࡢ検討当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及

び地域特性を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 環境保全措置ࡢ検討 

予測ࡢ結果ࠊ環境影響࡞ࡀいุ断ࡿࢀࡉ場合及び環境影響ࡢ程度ࡀ極࡚ࡵ小ࡉ

いุ断ࡿࢀࡉ場合௨外ࡢ場合あࠊࡣ࡚ࡗ選定㡯目係ࡿ環境影響ࡘいู࡚紙

 ࠋࡿࡍ従い環境保全措置を検討

まࠊࡓ国又ࡣ地方公共団体ࡿࡼ環境ࡢ保全ࡢ観点ࡢࡽ施策ࠊ࡚ࡗࡼ選定㡯

目係ࡿ環境要素関ࡿࡍ基準又ࡣ目標㸦௨ୗࠕ環境基準等ࠖいうࠋ㸧ࡀ示ࢀࡉ

࡚いࡿ場合あࠊࡣ࡚ࡗ当ヱ環境基準等ࡢ㐩成ດࡇࡿࡵを目的ࡿࡍ環境保全

措置ࡶ検討ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍ検討ࡶ環境保全措置ࡢࡵࡓいく࡚ࡋ良い環境を創造ࡾࡼ࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞

㸰 環境保全措置ࡢ検討当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 検討当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境保全措置ࡢ内容㸦検討ࡢ経緯等を含ࠋࡴ㸧ࠊ実施期間

及び実施主体ࡢࡑ他ࡢ環境保全措置ࡢ実施方法を࡛ࡿࡁ限ࡾ具体的示ࡶࡍ

࠾ࡿࡎ伴い生実施ࡢ環境保全措置ࠊ程度ࡢ不確実性ࠊ効果ࡢ環境保全措置ࠊ

程ࡢ環境影響ࡿࡍ存在ࡎࡽわࡶ環境保全措置ࡣ影響又ࡢ環境ࡿあࡀࢀࡑ

度を明ࡢࡇࠋࡇࡿࡍࡽ場合࠾い࡚ࠊ当ヱ検討ࡀ段階的行わ࡚ࢀいࡿ場

合ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ検討を行ࡓࡗ段階ࡈ環境保全措置ࡢ具体的࡞内容を明ࡽ

 ࠋࡇࡿࡍ整理うࡼࡿࡁ࡛

まࠊࡓ置等関ࡿࡍ複数案ࡢ比較を行ࡓࡗ場合ࠊࡣ当ヱ置等関ࡿࡍ複

数案ࡽ対象事業係ࡿ置等ࡢ決定至ࡿ過程࡛ࡼࡢう環境影響ࡀ回避ࡉ

ࡍ整理うࡼࡿࡁ࡛ࡽ内容を明ࡢ検討ࡢい࡚ࡘࡿい࡚ࢀࡉప減ࡣ又ࠊࢀ

 ࠋࡇࡿ

。「) 環境保全措置ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ複数ࡢ案ࡢ比較検討ࠊ実行可能ࡾࡼ࡞良い

技術ࡾྲྀࡀ入࡚ࢀࡽࢀいࡿうࡢ検討ࡢࡑ他ࡢ適ษ࡞検討を行うࠋࡇ 

。」) ௦償ࡿࡼ環境保全措置を講ࡼࡌうࡿࡍ場合あࠊࡣ࡚ࡗ回避又ࡣప減ࡼ

ࢀわ࡞損ࠊࡶࡿࡍを明確ࡇࡿ困㞴࡛あࡀࡇࡿࡎ環境保全措置を講ࡿ

 ࠋࡇࡿࡍ検討ࡋ比較内容を十ศࡢࢀࡒࢀࡑ環境ࡿࢀࡉ環境及び創出ࡿ

࡞根拠を可能ࡓࡋ断ุ可能ࡀ効果及び実施ࡢ環境保全措置ࡿࡼ௦償ࠊ࠾࡞

限ࡾ具体的明ࠋࡇࡿࡍࡽ 

 

第 10 評価 

 第㸲ࡢ㸱ࡢ(6。ࡢ評価当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性を຺

案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 評価ࡢ方法 

。1) 評価ࡢ方法ࠊࡣ事業者ࡀ実行可能࡞範ᅖ内࡛ࠊ環境対ࡿࡍ影響ࡢ緩和ࡘい

ู࡚紙従い࡛ࡿࡁ限ࡾ配慮࡚ࢀࡉいࡿうを検討ࡿࡍ方法ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛ࡽ経緯を明ࡢ根拠及び検討ࡿ係評価ࠊ࠾࡞

。「) 評価当࡚ࡗࡓ事業者自ࡽ設定ࡓࡋ目標等係ࡿ考え方を明ࡶࡿࡍࡽ

ࡀ整合間ࡢ当ヱ環境基準等ࠊࡣ࡚ࡗあ場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ環境基準等ࠊ

ᅗ࡚ࢀࡽいࡿうࡘい࡚ࡶ検討ࠋࡿࡍ 

㸰 評価当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 



重 

評価ࠊࡣ必要応࡚ࡌ対象事業௨外ࡿࡼ環境保全措置຺ࡶ案࡛ࡿࡍࡇࡿࡁ

ࡿࡍࡽ内容を明ࡶࡿࡍ確実性を確認ࡢ当ヱ措置ࡣ࡚ࡗあ場合ࡢࡑࠊࡀ

 ࠋࡇ

 

 

第 11 事ᚋ調査計⏬ 

 第㸲ࡢ㸱ࡢ(8。ࡢ事ᚋ調査計⏬ࡢ策定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査ࠊ予測ࠊ環境保全措置ࡢ

検討及び評価ࡢ結果を踏まえ࡚行うࠋ 

㸯 事ᚋ調査ࡢ目的 

  事ᚋ調査ࠊࡣ予測ࡢ不確実性ࡢ程度ࡀ大ࡁい選定㡯目ࡘい࡚環境保全措置を講

ࡿࡍࡇࡿࡎ環境保全措置を講࡞不十ศࡀ知見ࡿ係効果ࠊ場合ࡿࡍࡇࡿࡎ

場合又ࡣ工事中ⱝࡋくࡣ供用ᚋ࠾い࡚環境保全措置ࡢ内容をࡾࡼヲ細ࡍࡢࡶ࡞

環境保全措置を࡞適ษࠊࡾࡼࡇ検証を行うࡢ予測及び評価ࠊい࡚࠾場合等ࡿ

講ࡇࡿࡎを目的ࠋࡿࡍ 

㸰 事ᚋ調査ࡢ㡯目 

  調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果ࡢ不確実性ࡀ高い㡯目ࠊ環境保全措置ࡢ効果ࡀ不確実

ࡢࡶ࡞ヲ細ࡾࡼ内容をࡢい࡚環境保全措置࠾供用ᚋࡣくࡋ工事中ⱝࡣ㡯目又࡞

 ࠋࡿࡍ選定࡚ࡌ応㔜大性ࡢ環境影響ࠊ㡯目をࡿࡍ

㸱 事ᚋ調査ࡢ手法 

  環境影響評価ࡢ結果ࡢ比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ手法を選定ࠋࡿࡍ 

㸲 事ᚋ調査ࡢ地域及び地点 

  環境影響評価ࡢ結果ࡢ比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ地域及び地点を選定ࠋࡿࡍ 

㸳 事ᚋ調査ࡢ期間等 

  環境影響評価ࡢ結果ࡢ比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ期間等を選定ࠊࡀࡿࡍ必要応ࡑ࡚ࡌ

 ࠋࡿࡍ把握ࡶ状況ࡢ期間等ࡢ他ࡢ

㸴 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

 。1) 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ地域特性ࡀ時間ࡢ経過伴࡚ࡗ変化ࡶࡿࡍ

 ࠋࡇࡿを踏まえࡇࡿあ࡛ࡢ

 。「) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定を行ࡢࡑࠊࡣࡁࡓࡗ理由を明ࡼࡿࡁ࡛ࡽ

うࠋࡇࡿࡍ 

 。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要応࡚ࡌ専門家等ࡢຓ言を

 ࠋࡇ行う࡚ࡅཷ

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明ࡽ

ࡼࡿࡍࡽ明ࡶい࡚ࡘ種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ

うດࠋࡇࡿࡵ 

。5) 事ᚋ調査ࡢ手法ࡢ選定当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ影響ࡀ

 ࠋࡇࡿࡍを選定ࡢࡶい࡞少ࡾ限ࡿࡁ࡛

 

第 1「 事ᚋ調査結果ࡢ検討 

 第㸲ࡢ㸴ࡢ(1。ࡢ事ᚋ調査結果ࡢ検討当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ第 11 事ᚋ調査ࡓࡋ策定ࡾࡼ

計⏬基࡙い࡚行ࡓࡗ事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡾࡼ必要応࡚ࡌ環境保全措置を講ࡇࡿࡎ

 ࠋࡿࡍ

㸯 事ᚋ調査結果ࡢ検証 

事ᚋ調査結果予測及び評価ࡢ結果ࡢ比較並び環境保全措置ࡢ効果ࡢ検証を

ࡇࡿࡍࡽ実効性等を明ࡢ程度及び環境保全措置ࡢ環境影響ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ
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 ࠋࡿࡍ

㸰 原因ࡢ究明 

  事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡀ予測及び評価ࡢ結果乖㞳࡚ࡋいࡿ場合ࠊ並び環境保全措

置ࡢ効果ࡀ見࡞ࢀࡽい場合ࡢࡑࡣ原因を調査ࡢࡑࠋࡿࡍ㝿ࠊ必要応࡚ࡌ追加的

調査を行うࠋࡿࡍࡢࡶ 

㸱 環境保全措置ࡢ検討 

原因ࡢ究明ࡢ結果ࠊ対象事業ࡢ実施等起因ุࡀࡇࡿࡍ明ࡓࡋ場合ࠊࡣ必要

ࠋ予測及び評価を行うࡿ係環境保全措置ࡓࡋ見直ࠊࡋ環境保全措置を見直࡚ࡌ応

緊急を要࡞場合ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡿࡌ被害を生࡞㔜大健康ࡢ人ࡀ状況ࡢ環境ࠊ࠾࡞

 ࠋࡿࡎ環境保全措置を講直ちࠊࡣ場合ࡿࡍ
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ู表第㸯 環境影響評価ࡢ対象ࡿࡍ環境要素 

大区ศ 中区ศ 小区ศ 

環境ࡢ構成要素ࡢ良好

 保持ࡢ状態࡞
大 気 質 

具体的࡞環境要素 

㦁  音 

振  動 

ప周波音 

悪  臭 

水  質 

水  象 

土壌汚染 

地盤ỿୗ 

地形࣭地質 

生物多様性ࡢ確保及び

自然環境ࡢ体系的保全 
植  物 

動  物 

生 態 系 

快適環境ࡢ保全࣭創造 景  観 

触ࢀ合い活動ࡢ場 

文 化 ㈈ 

環境ࡢ㈇荷ࡢప減 廃棄物等 

温室効果ガス等 

 他ࡢࡑ
 環境要素ࡢ他ࡢࡑ

日照阻害ࠊ電波㞀害ࠊ風害ࠊ

光害 
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ู表第㸰 予備調査係ࡿ㡯目 

㡯  目 調査ࡢ内容 

自

然

的

状

況 

気象ࡢ状況 風向ࠊ風㏿ࠊ気温及び降水㔞等 

水象ࡢ状況 河川ࠊ湖沼ࠊ地ୗ水及び温泉等 

地象ࡢ状況 
地形ࠊ地質ࠊ注目ࡁࡍ地形࣭地質及び災害履歴

等 

動植物及び生態系ࡢ状況 
動植物ࡢ生息ࠊ生育ࠊศᕸ及び注目ࡁࡍ種並

び㔜要࡞自然環境ࡢままࡢࡾ場等 

自然環境ࡢ総合的࡞状況 
気象ࠊ水象ࠊ地象ࠊ動植物及び生態系等ࡢ状況

を踏まえࡓ自然環境ࡢ総合的࡞特性等 

景観࣭文化㈈ࡢ状況 景観資源ࠊ文化㈈等 

触ࢀ合い活動ࡢ場ࡢ状況 
㔝外レクリエ࣮ションࡢ場等㸦利用状況等を含

 㸧ࠋࡴ

大気質࣭水質等ࡢ状況 
大気質ࠊ㦁音ࠊ振動ࠊప周波音ࠊ悪臭ࠊ水質ࠊ

土壌汚染及び地盤ỿୗ等㸦ⱞ情を含ࠋࡴ㸧 

 状況ࡢ他ࡢࡑ
日影ࠊテレビ電波ࠊ照明環境及び風害等㸦ⱞ情

を含ࠋࡴ㸧 

社

会

的

状

況 

人口及び産業ࡢ状況 人口㸦ศᕸࠊ動態等㸧ࠊ主࡞産業及び産業構造等 

交通ࡢ状況 㐨路及び鉄㐨等 

土地利用ࡢ状況 土地利用㸦森林ࠊ農地及びఫ宅等㸧及び都ᕷ計⏬ 

環境保全ࡘい࡚ࡢ配慮

 状況ࡢ施設࡞必要ࡀ
学校ࠊ病院及び福祉施設等 

水域ࡢ利用状況 河川ࠊ湖沼及び地ୗ水等ࡢ利用並び漁場等 

環境整備ࡢ状況 ୖ࣭ୗ水㐨及び廃棄物処理等 

法௧ࡿࡼ指定及び規制

等ࡢ状況 

自然環境保全係ࡿ地域ࠊ公害防Ṇ係ࡿ地域

及び災害防Ṇ関ࡿࡍ地域指定等 

地域ࡢ環境係ࡿ方針等

 状況ࡢ

地域ࡢ基本計⏬等ࡿࡅ࠾環境係ࡿ方針及び

開発動向等 
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ู表第㸱 調査࣭予測ࡢ手法  
 

 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

大 

気 

質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域࠾けࡿ一般

環境中ࡢ大気質つい࡚ࠊ以ୗࡢ項目ࡽ選定ࡋ把

握ࠋࡿࡍ 

㸯 環境基準ࡀ設定さ࡚ࢀいࡿ物質 

㸰 粉ࢇࡌ 

㸱 そࡢ他必要࡞項目 

気象・地ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

形等ࡢ自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家・施設等ࡢ社会的

状況等つい࡚ࡶ把握ࠋࡿࡍ 

 地方公共団体若ࡋくࡣ気象台ࡢ測定結果等ࡢ既存文献

等又ࡣ現地調査ࡾࡼ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ大気ࡢ汚染係ࡿ環境基準つい࡚ࠖ

㸦昭和 48 ᖺ環境庁告示第 「5 号㸧又ࠕࡣダイオキシン類

含ࢆ汚染ࡢ底質ࡢ汚濁㸦水底ࡢ水質ࠊ汚染ࡢ大気ࡿࡼ

つい࡚ࠖ㸦ᖹ成環境基準ࡿ係汚染ࡢ㸧及び土壌ࠋࡴ

11 ᖺ環境庁告示第 68 号㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

地ୖ気象観測指針ࠖ㸦ᖹ成ࠕࠊࡣつい࡚気象ࠊ࠾࡞ 

５ᖺ気象庁㸧又ࠕࡣ高層気象観測指針ࠖ㸦ᖹ成７ᖺ気象

庁㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

ࡿࢀ想定さࡀ変化ࡢ大気質ࡾ

地域ࠊࡋ既存ࡢ事例又ࡣ簡

易࡞試算等ࡾࡼ推定ࡋ設定

 ࠋࡿࡍ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ大

気質ࡢ変化ࢆ適切把握࡛ࡁ

 ࠋࡿࡍ地点ࡿ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

状ࡢた大気質ࡌ通ࢆ

況ࢆ把握࡛ࡼࡿࡁう

設定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 大気汚染物質及び

そࡢ環境中濃度ࡢ状

況つい࡚予測ࡍ

 ࠋࡿ

 対象事業ࡿࡼ負荷量ࢆ把

握ࠊࡋ拡散モデルࡿࡼ数値

式又ࡣ風洞実験等ࡾࡼ予測

 ࠋࡿࡍ

騒 

音 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ騒音

ࣞベࣝࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊお࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家・施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ

 地方公共団体ࡢ測定結果等ࡢ既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又

 ࠋ行うࡾよ現地調査ࡣ

 測定方法ࠕࠊࡣ騒音係ࡿ環境基準ࡘい࡚ࠖ㸦ᖹ成

10 ᖺ環境庁告示第 64 号㸧ࠕࠊ新幹線鉄㐨騒音係ࡿ環

境基準ࡘい࡚ࠖ㸦昭和 50 ᖺ環境庁告示第 46 号㸧ࠊ

い࡚ࠖ㸦昭和ࡘ環境基準ࡿ係航空機騒音ࠕ 48 ᖺ環境

庁告示第 154 号㸧ࠕࠊ特定工場等おい࡚発生ࡿࡍ騒音

基準ࠖ㸦昭和ࡿࡍ関規制ࡢ 4」 ᖺ厚生省ࠊ農林省ࠊ通商

産業省ࠊ運輸省告示第 1 号㸧ࠕࠊ特定建設作業伴࡚ࡗ

発生ࡿࡍ騒音ࡢ規制関ࡿࡍ基準ࠖ㸦昭和 4」 ᖺ厚生省ࠊ

建設省告示第１号㸧ࠕࠊ在来鉄㐨ࡢ新設又ࡣ大規模改良

い࡚ࠖ㸦ᖹ成７ᖺ環境庁ࡘ指針ࡢ騒音対策ࡢ࡚ࡋ際

大気保全局長通㐩㸧ࠕࠊ騒音係ࡿ環境基準ࡢ評価マニ

ュアࣝࠖ㸦ᖹ成 「7 ᖺ 10 月環境省㸧ࠕࠊ新幹線鉄㐨騒音

測定・評価マニュアࣝࠖ㸦ᖹ成 「7 ᖺ 10 月環境省㸧ࠕ航

空機騒音測定・評価マニュアࣝࠖ㸦ᖹ成 「7 ᖺ 10 月環境

省㸧又ࠕࡣ在来鉄㐨騒音測定マニュアࣝࠖ㸦ᖹ成 「7 ᖺ

10 月環境省㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業よ

想定さࡀ変化ࡢ騒音ࣞベࣝࡾ

事例又ࡢ既存ࠊࡋ地域ࡿࢀ

ࡍ設定ࡋ推定ࡾよ試算等ࡣ

 ࠋࡿ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

を通ࡌた騒音ࣞベࣝ

把握実態を適切ࡢ

 ࠋࡿࡍ期間ࡿࡁ࡛

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等を考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業よࡿ騒

音ࣞベࣝ及び総合騒

音ࡢ状況ࡘい࡚予

測ࠋࡿࡍ 

 対象事業よࡿ騒音ࣞベࣝ

物理計算ࠊࡋ変化量を把握ࡢ

式等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

振 

動 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ振動

ࣞベࣝつい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊお࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家・施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶつい࡚

 既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又ࡣ現地調査よࡾ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ日本工業規格Ｚ87」5ࠖࠕࠊ振動規制法

施行規則ࠖ㸦昭和 51 年総理府令第 58 号㸧ࠕࠊ特定工場

等おい࡚発生ࡿࡍ振動ࡢ規制関ࡿࡍ基準ࠖ㸦昭和 51

年環境庁告示第 90 号㸧又ࠕࡣ環境保全上緊急を要ࡿࡍ新

幹線鉄道振動対策つい࡚ࠖ㸦昭和 51 年環境庁長官勧

告㸧定ࡿࡵ方法等ࡿࡍ｡ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業よ

想定さࡀ変化ࡢ振動ࣞベࣝࡾ

事例又ࡢ既存ࠊࡋ地域ࡿࢀ

ࡍ設定ࡋ推定ࡾよ試算等ࡣ

 ࠋࡿ

 調査期間ࠊࡣ年間

を通ࡌた振動ࣞベࣝ

把握実態を適切ࡢ

ࡍよう設定ࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等を考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業よࡿ振

動ࣞベࣝ及び総合振

動ࡢ状況つい࡚予

測ࠋࡿࡍ 

 対象事業よࡿ振動ࣞベࣝ

物理計算ࠊࡋ変化量を把握ࡢ

式又ࡣ予測モデࣝよࡿ数値

式等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

低
周
波
音 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ低周

波音ࡢ状況つい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊお࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家・施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶつい࡚

既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ低周波音ࡢ状況を把

握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ現地調査よࡾ確認ࡿࡍ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

測定方法ࠕࠊࡣ低周波音ࡢ測定方法関ࡿࡍマニュア

ルࠖ㸦ᖹ成 1「 ᖺ環境庁大気保全局㸧定ࡿࡵ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地域ࠊࡣ対象事業よ

想定ࡀ影響ࡿよ低周波音ࡾ

さࡿࢀ地域ࠊࡋ既存ࡢ事例

等よࡾ推定ࡋ設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

を通ࡌた低周波音ࡢ

状況を適切把握࡛

 ࠋࡿࡍよう設定ࡿࡁ

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等を考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業よࡿ低

周波音ࡢ有無及びそ

つい状況ࡢ発生ࡢ

࡚予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業よࡿ状況ࡢ変化

を把握ࠊࡋ類似例又ࡣ経験則

等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

悪 

臭 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ悪臭

物質又ࡣ臭気指数ࡢ状況つい࡚把握ࠋࡿࡍ 

つい࡚状況等ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊお࡞ 

 ࠋࡿࡍ把握ࡶ

 既存文献等ࠊ聞き取ࡾ又ࡣ現地調査よࡾ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ特定悪臭物質ࡢ測定ࡢ方法ࠖ㸦昭和 47

ᖺ環境庁告示第９号㸧又ࠕࡣ臭気指数ࡢ算定ࡢ方法ࠖ

㸦ᖹ成７ᖺ環境庁告示第 6」 号㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域ࠊࡋ

気象状況等を考慮࡚ࡋ設定ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ悪

臭ࡢ状況ࡢ変化を適切把握

࡛きࡿ地点ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

を通ࡌた悪臭ࡢ状況

を把握࡛きࡿよう設

定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等を考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 悪臭物質濃度又ࡣ

臭気指数ࡢ状況つ

い࡚予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業よࡿ状況ࡢ変化

を把握ࠊࡋ拡散モデルよࡿ

数値式又ࡣ経験則等よࡾ予

測ࠋࡿࡍ 

水 

質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域࠾けࡿ水域

 ࠋࡿࡍ把握ࡋ選定ࡽ項目ࡢ以下ࠊつい࡚水質ࡢ

㸯 環境基準ࡀ設定さ࡚ࢀいࡿ項目及び物質 

㸰 そࡢ他必要࡞項目 

㸱 水生生物 

㸲 底質 

㸳 地下水質 

水象・地ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

形・地質等ࡢ自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家・施設等ࡢ

社会的状況等つい࡚ࡶ把握ࠋࡿࡍ 

 国若ࡋくࡣ地方公共団体ࡢ測定結果等ࡢ既存文献等又

 ࠋ行うࡾࡼ現地調査ࡣ

 測定方法ࠕࠊࡣ水質汚濁係ࡿ環境基準つい࡚ࠖ

㸦昭和 46 年環境庁告示第 59 号㸧ࠕࠊダイオキシン類

汚染を含ࡢ底質ࡢ汚濁㸦水底ࡢ水質ࠊ汚染ࡢ大気ࡿࡼ

ࡣつい࡚ࠖ又環境基準ࡿ係汚染ࡢ㸧及び土壌ࠋࡴ

底質調査方法ࠖ㸦昭和ࠕ 6」 年環境庁水質保全局長通知㸧

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡵ定

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

地ࡿࢀ想定さࡀ変化ࡢ水質ࡾ

域ࠊࡋ既存ࡢ事例又ࡣ簡易

ࡍ設定ࡋ推定ࡾࡼ試算等࡞

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ水

質ࡢ変化を適切把握࡛ࡿࡁ

地点ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣ年間

を通ࡌた水質ࡢ状況

を把握࡛ࡼࡿࡁう設

定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等を考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 水質汚濁物質及び

そࡢ環境中濃度ࡢ状

況つい࡚予測ࡍ

 ࠋࡿ

 対象事業ࡿࡼ負荷量を把

握ࠊࡋ自浄作用モデル若ࡋく

ࡿࡼ拡散・希釈モデル等ࡣ

数値式又ࡣ水理科学実験等

 ࠋࡿࡍ予測ࡾࡼ

水 

象 

㸯 河川及び湖沼 

 対象事業実施区域並びにそࡢ周辺区域におけࡿ河

川ࡢ流量ࠊ流況及び侵食・堆砂ࡢ状況並びに湖沼ࡢ

水位等につい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等によࡾ河川及び湖沼ࡢ状況を把握ࠊࡋ必要

に応࡚ࡌ現地調査によࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施によࡾ水象に対ࡿࡍ影響ࡀ

想定さࡿࢀ範ᅖを含む地域を

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点ࠊࡣ地形ᅗそࡢ他

をࡾ取ࡁ聞ࡣ既存文献等又ࡢ

参考にࠊ調査地域を適ษに把

握࡛ࡿࡁよう設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣ年間

を通ࡌた状況を把握

ࡍよう設定ࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

 調査時期ࠊࡣ豊水

又ࡣ渇水等ࡢ季節変

動等を考慮࡚ࡋ設定

 ࠋࡿࡍ

 調査時間帯ࠊࡣ周

辺区域ࡢ取水ࡢ状況

等を考慮࡚ࡋ設定ࡍ

 ࠋࡿ

 直接的・間接的影

響によࡿ以下ࡢ項目

に対ࡿࡍ変化ࡢ程度

又ࡣ消滅ࡢ有無を予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 河川及び湖沼 

㸰 地下水 

㸱 温泉 

㸲 利水及び水面利

用等 

 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画を重ࡡ合わせࡿこによࡾ

予測ࠋࡿࡍ 

 直接的影響に伴う水象ࡢ変

化につい࡚ࠊࡣ理論式ࠊ実験

式ࠊ水理模型実験ࠊ現地実験

又ࡣ類似例等によࡾ予測ࡍ

 ࠋࡿ

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経験則等によࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 地下水 

 対象事業実施区域並びにそࡢ周辺区域におけࡿ地

下水ࡢ帯水層ࠊ水位及び流ࢀ等につい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等によࡾ地下水ࡢ状況を把握ࠊࡋ必要に応ࡌ

࡚現地調査によࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

㸱 温泉 

 対象事業実施区域並びにそࡢ周辺区域におけࡿ温

泉ࡢศ布ࠊ温泉ࡢ成ศࠊ温度及び湧出量等につい࡚

把握ࠋࡿࡍ 

既存文献等によࡾ温泉ࡢ状況を把握ࠊࡋ必要に応࡚ࡌ

現地調査によࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

㸲 利水及び水面利用等 

 対象事業実施区域並びにそࡢ周辺区域におけࡿ水

道用水ࠊ農業用水及び工業用水等ࡢ利水ࡢ状況並び

に水面利用等につい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾによࠊࡾ利水及び水面利用ࡢ

状況等を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

土
壌
汚
染 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域࠾けࡿ土壌

汚染つい࡚ࠊ௨下ࡢ項目ࡽ選定ࡋ把握ࠋࡿࡍ 

㸯 環境基準ࡀ設定さ࡚ࢀいࡿ項目及び物質 

㸰 そࡢ他必要࡞項目 

自然的状況又ࡢ土壌・地質等࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

ࡍ把握ࡶつい࡚社会的状況等ࡢ施設等ࡢ周辺ࡣ

 ࠋࡿ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾࡼࡾ土地ࡢ履歴を把握ࠊࡋ

必要応࡚ࡌ現地調査ࡾࡼ確認ࠋࡿࡍ 

 測定方法ࠕࠊࡣ土壌汚染対策法施行規則ࠖ㸦ᖹ成 14 ᖺ

環境省௧第 「9 号㸧ࠕࠊ土壌ࡢ汚染係ࡿ環境基準つい

࡚ࠖ㸦ᖹ成㸱ᖺ環境庁告示第 46 号㸧ࠕࠊ底質調査方法ࠖ

又ࠕࡣダイオキシン類ࡿࡼ大気ࡢ汚染ࠊ水質ࡢ汚濁

㸦水底ࡢ底質ࡢ汚染を含ࠋࡴ㸧及び土壌ࡢ汚染係ࡿ環

境基準つい࡚ࠖ定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ土

壌汚染を適切把握࡛ࡿࡁ地

点ࠋࡿࡍ 

 調査時期ࠊࡣ土壌

汚染ࡢ状況を適切

把握࡛ࡼࡿࡁう設定

 ࠋࡿࡍ

 土壌中ࡢ汚染物質

つい࡚予測状況ࡢ

 ࠋࡿࡍ

 対象事業ࡿࡼ状況ࡢ変化

を把握ࠊࡋ経験則等ࡾࡼ予

測ࠋࡿࡍ 

 

地
盤
ỿ
下 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におࡿࡅ地盤

ỿୗࡢ状況につい࡚把握すࠋࡿ 

地ࡣ場合又ࡿあࡀ地域࡛地盤ỿୗࡢࡽࢀࡇࠊたࡲ 

ୗ水ࡢ汲ࡆୖࡳ等を計画し࡚いࡿ場合ࠊࡣ地形࣭地

質࣭地ୗ水等ࡢ自然的状況又ࡣ地ୗ水ࡢ利用状況等

につい࡚も把握すࠋࡿ 

 既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又ࡣ現地調査にࡾࡼ行うࠋ 

測定方法ࠊࡣ水準測量等すࠋࡿ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域しࠊ

地形࣭地質等ࡢ資料又ࡣ試算

等にࡾࡼ推定し設定すࠋࡿ 

 調査時期ࠊࡣ地盤

ỿୗࡢ状況を適切に

把握࡛ࡼࡿࡁう設定

すࠋࡿ 

 対象事業にࡿࡼ地

盤ỿୗࡢ範囲及びỿ

ୗ量ࡢ状況につい࡚

予測すࠋࡿ 

 対象事業にࡿࡼ地盤ỿୗࡢ

有無又ࡣỿୗ量をࠊ圧密ỿୗ

理論式ࠊ数値シミュレ࣮ショ

ン又ࡣ経験則等にࡾࡼ予測す

 ࠋࡿ



15 

 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

地 

形 

・ 

地 

質 

㸯 地形 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ地

形ࡢ起伏ࡢ状態及び傾斜区ศ等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 

 既存文献等よࡾ地形ࡢ状況を把握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ

現地調査よࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施よࡾ地形࣭地質対ࡿࡍ

影響ࡀ想定さࡿࢀ範ᅖを含む

地域を設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点及び調査ル࣮ト

航空ࡣ地質ᅗ又ࠊ地形ᅗࠊࡣ

写真そࡢ他ࡢ既存文献等を参

考ࠊ調査地域を適ษ把握

 ࠋࡿࡍよう設定ࡿࡁ࡛

調査時期ࠊࡣ地

形࣭地質ࡢ状況を適

ษ把握࡛ࡿࡁよう

設定ࠋࡿࡍ 

  

直接的࣭間接的影

響よࡿ以下ࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無を予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 地形 

㸰 地質 

㸱 土地ࡢ安定性 

㸲 注目ࡍべࡁ地 

形࣭地質 

 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画を重ࡡ合わせࡿこよࡾ

予測ࠋࡿࡍ 

 直接的影響伴う土地ࡢ安

定性ࡢ変化ࡘい࡚ࠊࡣ土質

工学的手法よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経験則等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 地質 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ表

ᒙ地質ࡢ区ศ及び地質構造等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡍい࡚も把握ࡘ深ᒙ地質࡚ࡌ応必要ࠊお࡞ 

 ࠋࡿ

既存文献等よࡾ地質ࡢ状況を把握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ

現地調査よࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 

 

㸱 土地ࡢ安定性 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ地

滑ࡾ地形及び不安定土砂等ࡢ危険箇所を把握ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ災害ᒚ歴を把握ࠊも

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ地形࣭地質等ࡢ調

査基࡙ࠊࡁ危険箇所及び災害ᒚ歴を確認ࡿࡍ方法等

 ࠋࡿࡍ

㸲 注目ࡍべࡁ地形･地質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ注目

状況をࡢそࠊもࡿࡍ地形࣭地質を把握ࡁべࡍ

把握ࠋࡿࡍ 

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域住民ࡢ

意識等ࡘい࡚も把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ注目ࡍべࡁ地形࣭地

質を抽出ࠊࡋ現地調査よࡾそࡢ状況を確認ࡿࡍ方法等

 ࠋࡿࡍ

植 

物 

㸯 植物相 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ生育

種を把握ࠊࡶࡿࡍ地域全体ࡢ࡚ࡋ植物相ࡢ

概況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

必要ࠊࡋ種子植物及びシダ植物ࠊࡣ対象ࠊお࡞ 

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ他ࡢそ࡚ࡌ応

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ現地調査を行いࠊ

生育種を記録ࠊࡶࡿࡍ地域ࡢ植物相ࡢ概況を確認

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施よࡾ植物対ࡿࡍ影響ࡀ

想定ࡿࢀࡉ範ᅖを含ࡴ地域を

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点又ࡣ調査ル࣮ト

地形及び水系等を考慮ࠊࡣ

ࡢ航空写真そࡣ地形ᅗ又ࠊࡋ

他ࡢ既存文献等を参考ࠊ調

査地域を適ษ把握࡛ࡿࡁよ

う設定ࠋࡿࡍ 

 植生調査地点ࠊࡣ地形ᅗ又

既存文献ࡢ他ࡢ航空写真そࡣ

等を参考ࠊศ布ࡀ想定ࢀࡉ

複数ࡾ限ࡿࡁ࡛ࡈ群落ࡿ

点を設定ࠋࡿࡍ 

 土壌ࡢ調査地点ࠊࡣ植生調

査基࡙ࠊࡁศ布ࡀ予想ࢀࡉ

ࡾ限ࡿࡁ࡛ࡈ土壌ศ類ࡿ

複数点を設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣ年間

を通ࡌた状況を把握

ࡍよう設定ࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

ࡁべࡍ注目ࠊお࡞ 

個体ࠊ集団ࠊ種及び

群落あࠊࡣ࡚ࡗ必

要応࡚ࡌそࡢ詳細

ࡿࡁ状況を把握࡛࡞

よう設定ࠋࡿࡍ 

 調査時期ࠊࡣ開花

期ࠊ結実期又ࡣ胞子

ࡋ形成期等を考慮ࡢ

࡚設定ࠋࡿࡍ 

 直接的࣭間接的影

響よࡿ以下ࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無を予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 植物相 

㸰 植生 

㸱 土壌 

㸲 注目ࡍべࡁ個 

体ࠊ集団ࠊ種及 

び群落 

㸳 保全機能等 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画を重ࡡ合わせࡇࡿよࡾ

予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経験則等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 植生 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ植

物群落ࡢศ布ࠊ組成及び構造等を把握ࠋࡿࡍ 

潜ࠊࡵたࡿࡍ参考ࡢ検討ࡢ環境保全措置ࠊお࡞ 

在自然植生ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ現地調査を行いࠊ

植物群落ࡢ状況を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査結果又ࡣ既存文献等基࡙ࠊࡁ潜在自然植生を推

測ࠋࡿࡍ 

㸱 土壌 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ土

壌ࡢศ類ࠊ構造及び土壌生産力等を把握ࠋࡿࡍ 

 植生調査基࡙ࠊࡁศ類ࠊ構造及び土壌生産力等を推

定ࠊࡋ現地調査よࡾ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

㸲 注目ࡍべࡁ個体ࠊ集団ࠊ種及び群落 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ注

目ࡍべࡁ個体ࠊ集団ࠊ種及び群落を把握ࡶࡿࡍ

条件㸦土ࡢ生育立地ࠊ状況ࡢ生育ࠊ現存量ࡢそࠊ

壌ࠊ水象又ࡣ微気象等㸧及び遷移ࡢ状況等を把握ࡍ

 ࠋࡿ

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域住民ࡢ

意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ注目ࡍべࡁ個体ࠊ集

団ࠊ種及び群落を抽出ࠊࡋ現地調査よࡾそࡢ状況ࠊ生

育立地ࡢ条件及び遷移ࡢ状況等を確認ࡿࡍ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

㸳 保全機能等 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ植生

 ࠋࡿࡍい࡚把握ࡘ保全機能等ࡿࡍ有ࡢ

 既存文献等を参考ࠊ地形࣭地質ࠊ水象ࠊ動物又ࡣ植

生等ࡢ調査基࡙ࠊࡁ植生ࡢ有ࡿࡍ保全機能等を推測ࡍ

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿ
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

動 

物 

㸯 動物相 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ生息

種を把握ࡿࡍもࠊ地域全体ࡢ࡚ࡋ動物相ࡢ

概況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

必要ࠊ脊᳝動物及び昆虫を中心ࠊࡣ対象ࠊお࡞ 

 ࠋࡿࡍい࡚も把握ࡘศ類群ࡢ他࡚ࡌ応

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ現地調査を行いࠊ

生息種を記録ࡿࡍもࠊ地域ࡢ動物相ࡢ概況を確認

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施よࡾ動物対ࡿࡍ影響ࡀ

想定さࡿࢀ範ᅖを含む地域を

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点又ࡣ調査ル࣮ト

地形及び水系等をࠊ生᳜ࠊࡣ

考慮ࠊࡋ地形ᅗそࡢ他ࡢ既存

文献等を参考ࠊ調査地域を

適ษ把握࡛ࡿࡁよう設定ࡍ

 ࠋࡿ

 調査期間ࠊࡣ年間

を通ࡌた状況を把握

ࡍよう設定ࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

ࡁべࡍ注目ࠊお࡞ 

種及び個体群あࡗ

࡚ࡌ応必要ࠊࡣ࡚

そࡢ詳細࡞状況を把

握࡛ࡿࡁよう設定ࡍ

 ࠋࡿ

 調査時期ࠊࡣ繁殖

期又ࡣ渡ࡾ等ࡢ季節

変動等を考慮࡚ࡋ設

定ࠋࡿࡍ 

 調査時間帯ࠊࡣ行

動時間帯等を考慮ࡋ

࡚設定ࠋࡿࡍ 

 直接的࣭間接的影

響よࡿ以下ࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無を予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 動物相 

㸰 注目ࡍべࡁ種及 

び個体群 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画を重ࡡ合わせࡿこよࡾ

予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経験則等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 注目ࡍべࡁ種及び個体群 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ注

目ࡍべࡁ種及び個体群を把握ࡿࡍもࠊそࡢ状

況㸦ศ布ࠊ生息環境ࠊ移動経路ࠊ繁殖状況ࠊ盛衰ࡢ

状況又ࡣ季節変動等㸧及び食餌動᳜物等ࡢ状況を把

握ࠋࡿࡍ 

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域住民ࡢ

意識等ࡘい࡚も把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ注目ࡍべࡁ種及び個

体群を抽出ࠊࡋ現地調査よࡾそࡢ状況及び食餌動᳜物

等ࡢ状況を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 

生 

態 

系 

㸯 構造 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域を構成ࡿࡍ生
態系を一定ࡢ環境単位区分࡚ࡋ類型化ࡿࡍ等ࡼ
࡞構造㸦主ࡢ環境単位ࠊとともࡿࡍ構造を推測ࡾ
構成種ࠊ立地ࠊ大きさ又ࡣ遷移ࡢ状況等㸧を推測ࡍ
 ࠋࡿ

 地形・地質ࠊ水象ࠊ植物及び動物等ࡢ調査結果基࡙
きࠊ既存文献等を参考ࠊ一定ࡢ環境単位を類型化ࡿࡍ
等ࠊࡾࡼ生態系ࡢ構造を推測ࡿࡍとともࠊ環境単位
 ࠋࡿࡍ方法等とࡿࡍ構造を推測ࡢ

 植物又ࡣ動物ࡢ調査地域及
び地点準࡚ࡌ設定ࠋࡿࡍ 

 植物又ࡣ動物ࡢ調
査期間等準࡚ࡌ設
定ࠋࡿࡍ 

 直接的・間接的影
響ࡿࡼ以下ࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無を予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 構造 
㸰 相互関係 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画を重ࡡ合わせࡿことࡾࡼ
予測ࠋࡿࡍ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経験則等ࡾࡼ指標種対ࡍ
手法ࡢ等ࡿࡍ推測ࡽ影響ࡿ
 㸰 相互関係 ࠋࡿࡍ予測ࡾࡼ

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域࠾けࡿ生態
系ࡢ構成種ࠊ個体群ࠊ生物群集ࠊ類型化ࡋた環境単
位又ࡣそࡢ区域を構成ࡿࡍ生態系間ࡢ相互関係を推
測ࡿࡍとともࠊそࡢ生態系と外周ࡢ生態系とࡢ相
互関係ࡘい࡚も推測ࠋࡿࡍ 

 地形・地質ࠊ水象ࠊ植物及び動物等ࡢ調査結果基࡙
きࠊ既存文献等を参考ࠊ相互関係を推測ࡿࡍ方法等と
 ࠋࡿࡍ

㸱 指標種 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域࠾けࡿ生態
系を特徴࡙けࡿ指標種等を抽出ࠊࡋそࡢ状況を把握
 ｡ࡿࡍ

 既存文献等又ࡣ聞き取ࠊࡾࡼࡾ地域ࡢ生態系を特徴
࡙けࡿ指標種等を抽出ࠊࡋ植物又ࡣ動物等ࡢ調査結果ࡢ
解析及び現地調査ࡾࡼそࡢ現状を確認ࡿࡍ方法等とࡍ
 ࠋࡿ

景 

観 

㸯 景観資源及び構成要素 
 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ景
観資源及び景観ࡢ構成要素を把握ࡿࡍもࠊそ
 ࠋࡿࡍ特性等を把握ࡢ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ現地調査を行いࠊ
景観資源ࠊ景観ࡢ構成要素及びそࡢ特性等を確認ࡿࡍ方
法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施よࡾ景観対ࡿࡍ影響ࡀ
想定さࡿࢀ範囲を含む地域を
設定ࠋࡿࡍ 
 調査地点ࠊࡣ植生及び地形
等を考慮ࠊࡋ既存文献等又ࡣ
聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ歴史的࣭
文化的背景も勘案ࡋたୖ࡛ࠊ
調査地域を適切把握࡛ࡿࡁ
よう設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣ年間
を通ࡌた状況を把握
ࡍよう設定ࡿࡁ࡛
 ࠋࡿ
 調査時期ࠊࡣ主要
利用形態ࡢ視点場࡞
等を考慮ࠊࡋ少࡞く
変化を把ࡢも四季
握࡛ࡿࡁよう設定ࡍ
 ࠋࡿ
 調査時間帯ࠊࡣ事
業特性等を考慮࡚ࡋ
設定ࠋࡿࡍ 

 直接的࣭間接的影
響よࡿ以ୗࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無を予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 景観資源及び構 

成要素 
㸰 主要࡞景観 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画を重ࡡ合わせࡿこよࡾ
予測ࠋࡿࡍ 
 直接的影響伴う景観及び
眺望ࡢ変化つい࡚ࠊࡣコン
数ࢫࢡィッࣇラࢢュ࣮タ࣭ࣆ
値地形モࢹル法࣭ࢺ࢛ࣇࠊモ
ンタ࣮ࢪュ法࢜ࢹࣅࠊ合成法
又ࡣ模型法等よࡾ予測ࡍ
 ࠋࡿ
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経験則等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 主要࡞景観 
 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域おけࡿ主
要࡞景観資源及び主要࡞視点場を把握ࡿࡍも
眺望特性及び利用状ࠊ歴史的࣭文化的背景ࡢそࠊ
況等つい࡚把握ࠋࡿࡍ 
 必要応࡚ࡌ地域住民ࡢ意識等つい࡚も把握ࡍ
 ࠋࡿ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ主要࡞景観資源及び
主要࡞視点場を抽出ࠊࡋ歴史的࣭文化的背景を調査ࡿࡍ
眺望特性及び利用状況ࡢそࡾよ現地調査等ࠊも
等を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

触
れ
合
い
活
動
の
場 

㸯 ศ布 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ触ࢀ合
い活動ࡢ場࡚ࡋ利用さ࡚ࢀいࡿ地域を把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ触ࢀ合い活動ࡢ場ࡢ
ศ布を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施よࡾ触ࢀ合い活動ࡢ場
対ࡿࡍ影響ࡀ想定さࡿࢀ範囲
を含む地域を設定ࠋࡿࡍ 
 調査地点ࠊࡣ既存文献等又
調査地ࠊを参考ࡾ取ࡁ聞ࡣ
域を適ษ把握࡛ࡿࡁよう設
定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣ年間
を通ࡌた状況を把握
ࡍよう設定ࡿࡁ࡛
 ࠋࡿ
 調査時期ࠊࡣ利用
状況等ࡢ季節変動等
を考慮࡚ࡋ設定ࡍ
 ࠋࡿ

 直接的・間接的影
響よࡿ以下ࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無を予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 ศ布 
㸰 主要࡞触ࢀ合い 

活動ࡢ場 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画を重ࡡ合わせࡿこよࡾ
予測ࠋࡿࡍ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経験則等よࡾ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 主要࡞触ࢀ合い活動ࡢ場 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ主要࡞
触ࢀ合い活動ࡢ場を把握ࡿࡍもࠊそࡢ立地及び
利用ࡢ状況等つい࡚把握ࠋࡿࡍ 
 必要応࡚ࡌ歴史的・文化的背景又ࡣ地域住民ࡢ意
識等つい࡚も把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾよࠊࡾ主要࡞触ࢀ合い活動
立地及ࡢそࡾよ現地調査等ࠊもࡿࡍ場を抽出ࡢ
び利用ࡢ状況等を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

文
化
財 

対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におけࡿ文化財
要素及び利用状ࡿ雰囲気を形成し࡚いࠊ特徴ࠊ有無ࡢ
況等を把握すࠋࡿ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾによࠊࡾ文化財ࡢ有無ࠊ特
徴ࠊ雰囲気を形成し࡚いࡿ要素及び利用状況等を確認す
 ࠋࡿす方法等ࡿ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施によࡾ文化財に対すࡿ影響
範囲を含む地域ࡿࢀ想定さࡀ
を設定すࠋࡿ 

 調査時期ࠊࡣ文化
財ࡢ状況を適切に把
握࡛ࡿࡁよう設定す
 ࠋࡿ

 直接的・間接的影
響によࡿ文化財へࡢ
影響ࡢ程度を予測す
 ࠋࡿ

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画を重ࡡ合わせࡿこによࡾ
予測すࠋࡿ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経験則等によࡾ予測すࠋࡿ 

廃
棄
物
等 

 廃棄物及び工事に伴ࡗて発生すࡿ残土等ࡢ副産物
㸦以下ࠕ廃棄物等ࠖというࠋ㸧ࡢ種類ࡈとࡢ発生ࠊ処
理ࡢ状況並びに性状を把握すࠋࡿ 

既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾによࠊࡾ廃棄物等ࡢ発生及び
処理ࡢ状況並びに性状を確認すࡿ方法等とすࠋࡿ 

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施によࡾ廃棄物等によࡿ影響
範囲を含む地域ࡿࢀࡉ想定ࡀ
を設定すࠋࡿ 

  廃棄物等ࡢ種類毎
発生及びࣜサイクࡢ
ࣝ等ࡢ状況にࡘいて
予測すࠋࡿ 

 対象事業計画を精査しࠊ類
似例等によࡾ予測すࠋࡿ 

温
室
効
果
ガ
ス
等 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におけࡿ温室効
果ガス等ࡢ排出及び使用ࡢ状況を把握すࠋࡿ 

既存文献等又ࡣ聞き取ࡾによࠊࡾ温室効果ガス等ࡢ排
出及び使用ࡢ状況を確認すࡿ方法等とすࠋࡿ 

   温室効果ガス等ࡢ
排出及び使用ࡢ状況
について予測すࠋࡿ 

 対象事業計画を精査しࠊ類
似例等によࡾ予測すࠋࡿ 

そ
の
他
の
環
境
要
素 

日
照
阻
害 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におけࡿ日影ࡢ
状況を把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡾྲྀࡁを参考にࠊ現地調査を行いࠊ
日影ࡢ状況を確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施によࡾ日照阻害によࡿ影響

範囲を含む地域ࡿࢀ想定さࡀ

を設定ࠋࡿࡍ 

調査時期ࠊࡣ冬至
日ࠊࡋ必要に応ࡌ
࡚日照ࡢ状況を適切
に把握࡛ࡿࡁよう設
定ࠋࡿࡍ 

対象事業ࡢ実施に
よࡿ日照阻害ࡢ影響
範囲及び日照阻害ࡢ
時刻ࡿ影響をཷけࡢ
並びに時間ࡢ変化を
予測ࠋࡿࡍ 

対象事業ࡢ実施によࡿ日照
阻害ࡢ影響ࡢ範囲等を数値シ
ミュレーション又ࡣ類似例等
によࡾ予測ࠋࡿࡍ 

電
波
障
害 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域おけࡿ電波ࡢ
状況を把握すࠋࡿ 

既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考ࠊ現地調査を行いࠊ

電波ࡢ状況を確認すࡿ方法等すࠋࡿ 

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施よࡾ電波状況ࡢ変化ࡀ想

定さࡿࢀ地域しࠊ既存ࡢ事

例又ࡣ簡易࡞試算等よࡾ推

定し設定すࠋࡿ 

調査時期ࠊࡣ電波

把握状況を適切ࡢ

よう設定すࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

対象事業ࡢ実施
よࡿ電波障害ࡢ影響
つい࡚予範囲等ࡢ
測すࠋࡿ 

 対象事業ࡢ実施よࡿ電波
障害ࡢ影響ࡢ範囲等をࠊ理論
式又ࡣ類似例等よࡾ予測す
 ࠋࡿ

風
害 

対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におけࡿ風ࡢ状
況を把握すࠋࡿ 

既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考にࠊ現地調査を行いࠊ

風ࡢ状況を確認すࡿ方法等すࠋࡿ 

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施によࡾ風害によࡿ影響ࡀ想

定さࡿࢀ範囲を含む地域を設

定すࠋࡿ 

調査時期ࠊࡣ風ࡢ
状況を適切に把握࡛
 ࠋࡿよう設定すࡿࡁ

風向及び風㏿ࡢ変
化ࡢ状況につい࡚予
測すࠋࡿ 

対象事業ࡢ実施によࡿ風向
及び風㏿ࡢ状況ࡢ変化を風洞
実験ࠊ数値シミュレーション
又ࡣ類似例等によࡾ予測す
 ࠋࡿ

光
害 

対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域におけࡿ照明環
境等ࡢ状況を把握すࠋࡿ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾを参考にࠊ現地調査を行いࠊ

照明環境等ࡢ状況を確認すࡿ方法等すࠋࡿ 

  

調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施によࡾ光害によࡿ影響ࡀ想

定さࡿࢀ範囲を含む地域を設

定すࠋࡿ 

調査時期ࠊࡣ照明
環境等ࡢ状況を適切
に把握࡛ࡿࡁよう設
定すࠋࡿ 

対象事業ࡢ実施に
よࡿ光害ࡢ影響ࡢ程
度につい࡚予測す
 ࠋࡿ

 対象事業ࡢ実施によࡿ光害
ࡣ類似例又ࠊ程度をࡢ影響ࡢ
経験則等によࠊࡾ予測すࠋࡿ 
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［様式］  影響要因－環境要素関連表 
 

 
 

本表ࠊࡢ影響要因環境要素につい࡚ࡣ一例を示したも࡛ࡢあࠊࡾ対象事業毎にࠊ事業特性や地域特性を踏まえ࡚適宜作成すࡿこࠋ 
 

  
  

  
 大気質 

騒
音 

振
動 

低
周
波
音 

悪
臭 

水質 水象 
土壌 

汚染 

地
盤
ỿ
下 

地形・地質 植物 動物 

生
態
系 

景観 

触
れ
合
い
活
動
の
場 

文
化
財 

廃棄 

物等 

温
室
効
果
ガ
ス
等 

その他の 

環境要素 

  影響要因   環境要素 
䥹小
区
分
䥺 

環
境
基
準
が
設
定
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
物
質 

粉
じ
ん 

そ
の
他
必
要
な
項
目 

環
境
基
準
が
設
定
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
項
目
及
び
物
質 

そ
の
他
必
要
な
項
目 

水
生
生
物 

底
質 

地
下
水
質 

河
川
及
び
湖
沼 

 

地
下
水 

温
泉 

利
水
及
び
水
面
利
用
等 

環
境
基
準
が
設
定
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
項
目
及
び
物
質 

そ
の
他
必
要
な
項
目 

地
形 

 

地
質 

土
地
の
安
定
性 

注
目
す
べ
き
地
形

・
地
質 

植
物
相 

植
生 

土
壌 

注
目
す
べ
き
個
体
、
集
団
、
種
及
び
群
落 

保
全
機
能
等 

動
物
相 

注
目
す
べ
き
種
及
び
個
体
群 

景
観
資
源
及
び
構
成
要
素 

主
要
な
景
観 

廃
棄
物 

残
土
等
の
副
産
物 

日
照
阻
害 

電
波
障
害 

風
害 

光
害 

区分 㸦具体的な要因㸧      

 
                                   

工
事
に
よ
る
影
響 

運搬㸦機材࣭資材࣭廃材等㸧                                              
採取㸦資材࣭土砂等㸧                                              
土地造成㸦切土࣭盛土㸧                                              
樹木の伐採                                              
掘削                                              
杭打ち                                              
舗装工事࣭コンクリ࣮ト工事                                              
発破工事                                              
工作物の撤去࣭廃棄                                              
廃材࣭残土等の発生࣭処理                                              
取水࣭揚水࣭排水࣭水使用                                               
沢等の工事                                              

存
在

・
供
用
に
よ
る
影
響 

地形改変㸦河川࣭湖沼等ࡢ改変も含むࠋ㸧                                               
樹木伐採後ࡢ状態                                              
工作物ࡢ存在                                              
緑化                                              
自動車交通ࡢ発生                                              
                                              発生ࡢい煙等ࡤ
取水࣭ᥭ水࣭排水࣭水使用                                               
騒音࣭振動ࡢ発生㸦自動車を除くࠋ㸧                                              
悪臭ࡢ発生                                              
廃棄物ࡢ排出࣭処理                                              
エネルギ࣮使用㸦電気࣭石油࣭ガス等㸧                                              
夜間ࡢ照明等                                              
有害物質等ࡢ使用㸦農薬࣭肥料࣭融雪剤等を含むࠋ㸧                                              

供用終了後ࡢ影響 
工作物ࡢ撤去࣭廃棄                                             

工作物ࡢ撤去࣭廃棄後ࡢ緑化                                             

࠙凡例ࠚ 

◎  ：重点化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を詳細行う㡯目㸧 

○  ：標準㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を標準的行う㡯目㸧 

△  ：簡略化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を簡略化し࡚行う㡯目㸧 

無記入：非選定㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を行わ࡞い㡯目㸧 
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別紙 

 

環境対すࡿ影響緩和㸦ミティゲ࣮ション㸧ࡘい࡚ 

 

 環境影響評価࠾い࡚ࠊ環境対すࡿ影響ࡢ緩和を考慮すࡿ当たࠊࡣ࡚ࡗ次

示す考え方基࡙きࠊ回避ࠊ低減及び代償ࡢ㡰検討すࠋࡿ 

 

㸯 回避 

  全部又ࡣ一部を行わ࡞いこ等ࠊࡾࡼ影響を回避すࠋࡿ 

 

㸰 低減 

  実施規模若しくࡣ程度を制限すࡿこ又ࡣ発生した影響を何ࡢࡽ手段࡛軽減

若しくࡣ消失させࡿこࠊࡾࡼ影響を低減すࠋࡿ 

 

㸱 代償 

  代用的࡞資源若しくࡣ環境࡛置きえࠊ又ࡣ提供すࡿこ等ࠊࡾࡼ影響を  

代償すࠋࡿ 
 


